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地域コミュニティの
健康への影響に関する懸念
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5村133世帯への聞き取り調査を実施（2009年）
（聞取り対象の多くは先住民族）
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5村133世帯への聞き取り調査結果（2009年）

 第1製錬所の建設後の健康、環境、悪臭における変化
 健康、環境、悪臭の変化を経験しているか

 どのような健康の変化か（113世帯の複数回答）

※ 111世帯（83.5%）が「悪臭を体感」

→悪臭の原因・対策等について、なんらかの原因特定の調査の必要性

※ 113世帯（85%）が健康の変化を経験
→何らかの原因特定の調査の必要性

はい （うち健康） （うち悪臭） いいえ 計

125 (113) (111) 8 133

咳 頭痛 皮膚病 風邪 胃痛･下痢 その他

99 54 50 36 29 19



水質調査・分析（2009～）



 2009～2011年

合計30地点で

水サンプルを

採取・分析
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ニッケル

製錬所

ニッケル
採掘

水サンプル

採取地点 パラワン州
バタラサ町



8

トグポン川

ニッケル

製錬所

ニッケル採掘

パラワン州

バタラサ町

 2024年乾季まで

年2回（雨季・乾季）、

トグポン川での

継続的な水サンプル

採取・分析

（コロナ禍2020乾季～
2022年乾季を除く）



基準を超えるクロム が採掘現場と製錬事業
地域から水が流れ込むトグポン川で検出

● WHO飲料水水質ガイドライン（2020）
総クロム 0.05mg/l

● フィリピン政府 水質基準
・飲料水（2017） 総クロム 0.05mg/l

・淡水（水浴、遊泳、漁業、農業等）
（2016年、猶予期間5年）

六価クロム 0.01mg/l

・排水（同上） 六価クロム 0.02mg/l

●日本政府「人の健康の保護に関する環境基
準」（環境省）及び水質基準（厚生省）

六価クロム 0.02mg/l

六価クロムは
発がん性、皮膚
炎や腫瘍の原因
であることが知
られている
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Nickel 
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他の河川系では
六価クロムは
検出されず
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Nickel 

Processing 

Plants

Water 

Sampling 

Points

トグポン川

降雨直後、
ニッケル鉱石の
ストックパイル
沿い道路の水た
まりで高濃度の
六価クロム検出

2011年10月
（雨季）



六価クロム流出を軽減するための事業者の対応

基本的には、リオツバ鉱山社／コーラ
ルベイ・ニッケル社は六価クロム汚染に
対する責任を一切否定し続けている

 2012年以降、住友金属鉱山は以下の
土砂流出軽減措置をとっていると報告；

(1) 降雨による流出を軽減するため、鉱
石のストックパイルをシートで覆っている
(2) 流出を防ぐため、沈査池の浚渫や堤
防の嵩上げを行なっている
(3) トグポン川への流出地点に活性炭を
設置している



13

トグポン川の六価クロムに関する水質分析結果
（16年間／コロナ禍除く）
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トグポン川の六価クロムに関する水質分析結果
（16年間／コロナ禍除く）

2019年10月
（雨季）



生態系への土砂堆積の影響も



地域コミュニティに
とって本当に安全
なのか？
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出典: Draft Environmental Impact Statement,

Rio Tuba Nickel Mining Project (AMA-IVB-144A)  

Source: Google Earth  

ブランジャオ山における
ニッケル採掘拡張計画
→ 他の州水域／水系
への影響が懸念される







20

●歴代政権下での人権侵害（被害者数）

政権 アロヨ アキノ ドゥテルテ マルコスJr.

時期 2001.1～
2010.6

2010.7～
2016.6

2016.7～
2022.6

2022.7～
2024.6

超法規的殺害 1206 333 422 105

超法規的殺害未遂 379 625 574 75

強制失踪 206 29 21 12

不当逮捕・勾留 2,059 640 1,341 145

不当逮捕（勾留無し） 1,177 2,957 236

無差別発砲 538,017 92,786 20,348 63,379

爆撃 378,203 44,065
出典： フィリピン人権団体カラパタン各報告書

フィリピンの人権状況

https://www.karapatan.org/wp-content/uploads/2010/12/Karapatan-2010-HR-Report-updated.pdf
https://www.karapatan.org/wp-content/uploads/2023/07/The-Dishonourable-HR-Record-of-BS-Aquino-2017.pdf
https://app.box.com/s/sxtn469pfhh8rszhzzivf8k3twvb1m0v
https://www.karapatan.org/wp-content/uploads/2023/08/Karapatan_Monitor_Q2_2023_v3.pdf


●超法規的殺害（Extrajudicial killings）
自分たちの土地の権利／生活を守ろうと声をあげてきた
先住民族や住民が殺害
＝ 少なくとも2,106人（2012～2023年）

出典：グローバル・ウィットネス報告書 「Missing voices」 （2024年9月）
https://www.globalwitness.org/en/campaigns/environmental-
activists/missing-voices/#killed

うち鉱山セクター関連の活動に対して声をあげた環
境・人権擁護者の殺害が最大

鉱山セクター関連の殺害の40％以上
＝アジアで発生

＝アジアは、ニッケル、スズ、レアアース、ボーキサ
イトなど、脱炭素化に不可欠な重要鉱物の埋蔵量
が多い。

＜フィリピン＞
計298人

環境・人権擁護者の人権侵害

コロンビア
461人

ブラジル
401人

フィリピン
298人

https://www.globalwitness.org/en/campaigns/environmental-activists/missing-voices/#killed
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ヴェロニコ・デラメンテさん（27）
2017年1月、超法規的処刑の犠牲に・・・

――移転地近くでオートバイに乗ってやってきた2人組によって
射殺される。中国系企業が同地域で計画していた鉱山開発の拡
張に反対の声をあげており、生前から死の脅迫を受けていた。
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誰かの犠牲の上に
成り立つ生活？

―地域コミュニティ分断
―厳しい人権状況

・・・それでも、自分たちの
土地の権利／生活を守ろ
うと声をあげてきた

いま、脱炭素や公正なエ
ネルギー移行の名の下
で、さらに開発圧力が高
まっている・・・


